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1.はじめに 

21 世紀の観光産業は、物質的消費を中心とした

マスツーリズムから、健康・環境・文化体験を重

視する持続可能な観光形態へと移行しつつある。

その中で「ウエルネスツーリズム」は、旅行者の

心身の健康回復や生活の質向上を目的とし、地域

資源を活用することで経済・社会・環境に波及効

果をもたらす。 

本研究では、大阪府八尾市を事例に、ウエルネ

スツーリズムによる地域活性化の可能性と、それ

が国境を越えて幸福を拡大させる構造を明らかに

する。 

 

2.ウエルネスツーリズムの定義と意義 

ウェルネスツーリズムは「心身、感情、職業、

知性、精神など人間の生活に関わるあらゆる領域

を向上ないしバランスさせる旅行行動で、旅行者

の主な動機は、運動、健康的な食事、リラクゼー

ション（例：マッサージ、温泉、サウナ）、至れり

尽くせりのヒーリングトリートメント（例：アロ

マテラピー）などの予防的で前向きなライフスタ

イルを向上させるアクティビティへの参加」であ

るとされる(1)。 

日本のウエルネスツーリズムでは、長寿世界一

という統計的事実と、自然、社会環境因子、食文

化、精神文化、日本的ライフスタイルと情緒をひ

もづけ、世界で優位な競争力を発揮できる”ジャ

パンブランドウェルネス”を確立することが期待

される(2)。 

 

3.八尾市の現状と課題 

 八尾市の現状を分析し、その課題について述

べる。 

3.1経済の課題 

八尾市は大阪府の中河内地域に位置し、伝統的

に河内木綿や歯ブラシ製造といった地場産業が栄

えてきた。しかし近年、産業の空洞化と人口減少

により、地域経済は縮小傾向にある(3)。観光資源

は点在しているが、総合的な観光戦略は未成熟で

ある。 

3.2 社会の課題 

高齢化率が上昇し（2023 年時点で約 29%）、若

年層の域外流出も続いている。地域イベントはあ

るものの、観光客と住民が交流する機会は限定的

である(4)。 

3.3 環境の課題 

都市化の影響で自然環境が限定的であり、環境

配慮型観光の実践例は少ない。一方で、周辺自治

体との連携により山地・河川・農地を活用できる



 

 

可能性はある(5)。 

3.4 個人の課題 

都市部に近く利便性は高いが、住民の健康意識

や運動習慣は十分ではない(6)。観光を通じた健康

促進の仕組みも整っていない。 

 

4.ウエルネスツーリズムを活用した解決策 

 ウエルネスツーリズムを活用した解決策を、経

済面、社会面、環境面、個人面から提案する。 

4.1 経済面 

 経済面から次の 4 案を提案する。 

- 河内木綿や地場産業体験を組み込んだ滞在型プ

ランの開発（体験＋見学、サステナブルな価値を

発見し、リサイクル意識を高める） 

- 地域農産物を活用した健康食プログラムの提供

（八尾市食文化―若ごぼうを使った創作料理と薬

膳メニューを提供、ブドウ育成の体験） 

- 周辺市町村と連携した広域ウエルネスルートの

構築(7)（八尾市の自然環境と温泉資源が少ないこ

とから、周辺の東大阪市、藤井寺市などと連結す

ることで短期滞在型観光を長期滞在型観光へ発展

させる） 

- 二次元文化の導入（二次元×観光ルート）→国

際へ 

4.2 社会面 

 社会面から次の 3 案を提案する。 

- 住民参加型観光（例：家庭料理体験、伝統工芸

教室） 

- 世代間交流イベント（高齢者の知識・技能を活

用） 

- 観光ボランティア育成制度の創設 

4.3 環境面 

 環境面から次の３案を提案する。 

- 自転車や徒歩による観光ルートの整備 

- 都市農業や市民農園体験を取り入れたプログラ

ム 

- 廃棄物削減と再利用を徹底した観光モデル 

4.4 個人面 

 個人面から次の 3 案を提案する。 

- 健康診断や運動指導(8)を組み合わせた宿泊プラ

ン 

- 地元温浴施設・フィットネス施設との連携 

- 精神的リフレッシュを目的としたアート・音楽

療法体験 

 

5.地球規模の幸福追求への展開 

八尾市での成功事例は、他地域へのモデルケー

スとなり得る。特に、伝統産業・都市近郊農業・

文化体験を組み合わせたウエルネスツーリズムは、

世界各地の中小都市でも応用可能である。このよ

うな地域横断的モデルは、健康・文化理解・環境

意識の向上を国際的に促進し、地球規模での幸福

追求に寄与する。また「健康・文化理解・環境意

識の向上×二次元」のハイブリッド観光で独自の

地域ブランドを形成し、地域活性化を図ることが

できる。 

 

6.おわりに 

本研究は、ウエルネスツーリズムがもたらす持

続可能な地域活性化の可能性を、経済・社会・環

境・個人の四つの側面から分析し、事例として大

阪府八尾市を取り上げた。八尾市は伝統産業や歴

史文化資源を有しつつも、人口減少や高齢化、地

域経済の停滞といった課題に直面している。 

八尾市におけるウエルネスツーリズムは、経済

活性化、社会的つながりの強化、環境保全、個人

の健康増進という多方面の課題解決に資する。 

 今後は、行政・事業者・住民の三者協働による

計画策定と、広域連携の推進が不可欠である。二

次元の導入で人口老齢化の緩和、人口復旧になり

得る。地域発のウエルネスツーリズムが地球規模

の幸福追求へとつながる可能性は高く、その実現

には持続可能性と地域性を両立させた施策が求め

られる。 
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